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組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平
素
よ
り

当
Ｊ
Ａ
の
事
業
に
積
極
的
な
ご
協
力
を
賜
り
、衷
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、５
月
29
日
第
25
回
通
常
総
代
会
な
ら
び

に
理
事
会
に
お
い
て
代
表
理
事
組
合
長
の
重
責
を

賜
り
ま
し
た
。地
方
に
お
い
て
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
な
ど
、深
刻
な
状
況
が
予
想
さ
れ
る
中
、Ｊ

Ａ
が
地
域
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き

か
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
考
え
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。ま
た
、国
の
示
す
農
協
改
革
に
対
抗

す
べ
く
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
自
己
改
革
を
進

め
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」が
達
成
出
来
る
よ
う
、使
命
感

を
持
っ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
組
合
員
は
主
人
公
」を
合
言
葉
に
、Ｊ
Ａ
の
事

業
活
動
を
通
じ
て
役
職
員
一
同
全
身
全
霊
を
尽
く

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。ど
う
か
ご
理

解
の
上
、ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、関
係
機
関
の
皆
様
に
は
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、地
域
・
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
、就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
５
月
29
日
、指
宿
市
の
指
宿

市
民
会
館
で
第
25
回
通
常
総
代
会
を
開

き
ま
し
た
。８
議
案
が
全
て
承
認
さ
れ
、

17
人
の
理
事
と
７
人
の
監
事
を
選
任
し

ま
し
た
。ま
た
、総
代
会
終
了
後
に
開
か

れ
た
理
事
会
で
、福
吉
秀
一
代
表
理
事

組
合
長（
58
）、永
野
照
雄
代
表
理
事
常

務（
60
）、中
川
路
慎
常
務
理
事（
53
）が

就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
役
員
を
退
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
組
合

員
の
皆
様
に
こ
れ
ま
で
ご
指
導
・

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
事
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

新
役
員
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
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第25回通常総代会
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　南九州市茶業振興会は４月26日、指宿市内で
南九州市新茶贈呈式2018を開きました。茶業関
係者・指宿温泉旅館事業組合・ＪＡなど約40人
が参加。茶業振興会をはじめ７団体が、指宿市
内のホテルやいぶすきアロハ会、指宿市観光協
会などへ新茶を贈呈しました。下窪純治茶業振
興会頴娃支部長は「2018年度の新茶は３月から
の暖かさで順調に生育し、霜の影響もない自慢
できる仕上がりになった。海外を視野に入れた
取り組みも進めているので、愛飲者が増えてい
くことを願う。」と語りました。
　また、新茶贈呈式の前には、県南薩地域振興

局農政普及課がお茶の淹れ方講座を開講。指宿
市内のホテル・旅館従業員が参加し、新茶の美
味しい淹れ方について学びました。農政普及課
の田代浩平農業技師は「今回は、市内の宿泊施
設で働く外国人留学生も講習を受けた。知覧茶
に銘柄統一して２年目を迎えるので、世界へ向
けたＰＲも積極的に進めていきたい。」と意気込
みます。

　ＪＡ山川地区で５月３日、徳光スイカの収
穫が始まりました。ハウス栽培が５月中旬、
トンネル栽培が６月中旬にピークを迎えま
す。同地区の生産者、西村絹子さん（69）の
ハウス約10アールでも同日、朝７時から収穫
が始まり、丁寧に積み込んだ徳光スイカ約
150玉をＪＡ集荷場に運び入れました。西村
さんは「今年は天候にも恵まれ、甘く美味し
いものが出来た。消費者が喜ぶ美味しいスイ
カを届けていきたい。」と話しました。
　徳光スイカはシャキシャキとした歯応えと
しっかりした甘さが特徴で、流通量の少なさ

から「幻のスイカ」としても有名です。選果
したスイカは鹿児島市中央卸売市場を通し
て県内スーパーなどで販売するほか、ＪＡ直
売所「あっど！いぶすきみのり館」でも店頭、
宅配販売します。
　2018年度は生産者10名が543アールで栽培
し、共販量180トンを計画。出荷は７月上旬
まで続く見込みです。

スイカを積み込む西村さん（右）と富沢英継さん（44）

新茶が入った箱を贈呈する松元孝也ＪＡ代表理事常務
（右）と受け取る新留幸一指宿市観光協会専務（左）

今年も嬉びの甘さに
幻の徳光スイカ収穫

美味しい新茶を贈呈
指宿市内で新茶贈呈式
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　ＪＡは５月14日から18日まで、市立北指
宿中学校と山川中学校の職場体験を受け入
れました。両中学校から合わせて５人が参
加。店舗内の棚卸やレジ業務、ガソリンス
タンドでの作業など、様々な事業を体験し、

仕事のやり方について学びました。
　山川中学校３年生の桑鶴健世さんは「分
からない事ばかりで大変だったが、職員の
方が丁寧に教えてくれた。この経験を今後
にいかしていきたい。」と話しました。

　ＪＡと指宿市立山川図書館は５月５
日、サツマイモの苗植え体験を行いま
した。地域の児童や生徒、保護者、関
係職員など約20人が参加。児童や生徒
は、図書館内の畑0.6アールにサツマ
イモ（紅はるか）の苗約100本を畑に
植え、手作りの看板を立てました。
　参加した児童は「苗が上手に入らな
かったけど、周りの人が助けてくれた。
頑張ったので大きく育ってほしい。」
と話しました。
　収穫は11月を予定しています。

職場体験を行った北指宿中学校のみなさん職場体験を行った山川中学校のみなさん

苗を植えた児童

地域の生徒がＪＡで職場体験

地域の人と楽しく苗植え
山川図書館で農業体験
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　ＪＡ青年部山川支部は４月26日、山川地
区の畑約30アールで春バレイショの収穫を
行いました。青年部員やＪＡ職員など約20
人が参加。掘り取り機で収穫したバレイ
ショ約７トンをコンテナに積み込み、ＪＡ
開聞選果場に運び入れました。東千勇山川
青年部長は、「今年は品質としても良いも
のができた。春バレイショの収穫も毎年恒
例になっているので、青年部の名前が入っ
た形での販売など、部会が盛り上がるよう
な取り組みも進めて行きたい。」と話しま
した。

　春バレイショの販売収入は青年部支部の
活動資金に充てられる予定です。

　指宿市立徳光小学校は４月16日、同校近く
のスイカ畑でアグリスクールを開きました。
２、３年生の児童と教員、市、ＪＡ職員など
約30人が参加。児童は、高校生やＪＡ職員に
教わりながら、スイカの花粉を雌花に付ける
交配作業を行いました。参加した児童は「しっ
かり花粉を付けたので、大きくおいしいスイ
カに育ってほしい。」と願いました。
　2018年度の徳光小学校アグリスクールは例
年より１週間早く６月上旬にスイカを収穫予
定です。収穫したスイカは高齢者福祉施設に

プレゼントするほか、児童自らが鹿児島市中
央卸売市場でセリを行います。

掘り取り機で春バレイショを収穫する青年部員

指導者から受粉について教わる児童

山川青年部が
春バレイショ掘り取り

願いを込めてしっかり作業
徳光小学校アグリスクール
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　ＪＡは４月17日、株式会社ＪＡ食肉かごしま
南薩工場で、第１回ＪＡ肉牛枝肉共進会を開き
ました。管内から51頭が上場しました。
　１席を株式会社高田畜産（頴娃）、２席を有
限会社大川畜産（山川）、３席を東川勝広さん（開
聞）が受賞。マーケットニーズ賞は上西園章さ
ん（指宿）が獲得しました。
　平均で枝肉重量506.3キロ、ロース芯面積70.4
平方センチ、ばらの厚さ8.4センチ、皮下脂肪2.7
センチ、脂肪交雑（ＢＭＳ）ナンバーは8.8でした。
また、肉質等級ではＡ５等級以上が62.7％、４
等級以上が92.1％と非常に優秀な成績となりま
した。
　公益社団法人日本食肉格付協会知覧事業所の

中島博志所長は「ロース芯の大きい、バラがしっ
かりとした迫力のある枝肉が多かった。」と高
く評価しました。
　研修会では、鹿児島県経済連飼料養鶏課の牧
睦雄飼料専門員が「直近の飼料情勢と日常の飼
養管理について」と題し講演。また、県経済連
が開発した新製品「鹿児島黒牛おやつ」につい
ても紹介しました。
　牧睦雄飼料専門員は「暑い夏の時期へ向けて、
牛の体調や飼料の品質管理などに十分気をつけ
て欲しい。」と参加者に呼びかけました。

　ＪＡの生産資材店舗あっど！いぶ
すきみのり館は、５月３日から５日
まで、ゴールデンウィーク特集イベ
ントを開きました。肥料の日替わり
セールや農薬フェアに加え、2018
年度は新たに農産物の詰め放題コー
ナーを設置。３日間で約 1600 人が
来店し、賑わいました。あっど！い
ぶすきみのりでは今後、各部署や青
年部、女性部などと合同開催も計画
し、ＪＡらしい特色を出した店舗を
目指します。

１席を受賞した高田畜産の高田浩文社長

第１回から優秀成績
ＪＡ肉牛枝肉共進会

ゴールデンウィークならではの
イベントでおもてなし
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　ＪＡ山川地区は５月17日、指宿市内で山川青色申
告会総会を開きました。生産者やＪＡ職員など約
40人が参加。2017年度の事業報告・収支決算書を
はじめ４つの議案を審議し、全て承認されました。
　また総会では、全国農業共済協会の職員が収入
保険制度について説明。青色申告を行う事で、生
産する品目や減収理由に関わらず農業収入を保証
する制度に加入できる事などを学びました。
　西元弘行山川青色申告会長は「今後も勉強会などで青色申告に対する知識を学び、一人でも多
くの青色会員を増す取り組みを進めて行きたい。」と意気込みを語りました。

　ＪＡ野菜部会協議会は５月７日、指宿市内で
2018年度野菜部会協議会総会並びにリーダー
研修会を開きました。野菜部会役員やＪＡ役職
員、行政関係者など約100人が参加。2017年度
の事業活動並びに収支決算報告など、４つの議
案が全て承認されました。また、共販優績表彰
や情勢報告なども行いました。
　研修会では鹿児島大学農学部の加治屋勝子講師が「『おいしい』だけじゃない！健康をサポー
トする野菜の魅力」について講演。参加者は、消費者が喜ぶ野菜の有効性について学びました。

　ＪＡ山川野菜部会は５月10日、いぶす
きゴルフクラブ開聞コースで山川野菜部
会ゴルフコンペを開きました。部会から
11組44人が参加。快晴の中、思い思いに
クラブを振り、腕を競いました。
　結果は以下の通りです。（敬称略）

　　　優　勝　　西山　　茂
　　　準優勝　　三島　　剛
　　　３　位　　帖地　直樹

挨拶を行う西元会長

挨拶をする西山茂野菜部会長

参加したJA山川野菜部会のみなさん

山川地区が青色申告会総会を開く

野菜部会が総会開く

元気に楽しく部会でゴルフ
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中部支所

（前列左から）

　安藤　慎一（管理共済）
　飯伏　隼人（総合渉外・リーダー）
　井上　勝弘（総合渉外）
　吉永　哲志（支所長）
　福留　英樹（融資）
　岸下　知弘（融資）
　三浦　大輝（総合渉外）

（後列左から）

甲斐さやか（管理共済）
堀之内　昌代（生活）
遠矢　さとえ（管理共済）
津曲　琴乃
　（事務長代理兼金融共済窓口）

岩本　政義（総合渉外）
土岩　秋子（金融共済窓口）
田中　真理（金融共済窓口）
神園　満枝（金融共済窓口）

（左から）

中西　秋義（総合渉外）
古川　久男（総合渉外）
内山　光廣（総合渉外）吉松　絹代（事務長）（左）

奈良千穂（金融共済窓口）（右）

職場紹介
　中部支所では「笑顔」を
モットーに、いらっしゃる
お客様が安心できるよう、
分かりやすい説明と親切丁
寧な対応を心掛けておりま
す。これからも感謝の気持
ちを忘れず事業に取り組ん
でまいりますので、宜しく
お願いいたします。
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　ＪＡ開聞地区女性部は、開聞ふれ
あい公園でつどいとグラウンドゴル
フ大会を開きました。女性部員やＪ
Ａ職員など約40人が参加。今回のグ
ラウンドゴルフではチームをランダ
ムに組み、さらなる部員交流を図り
ました。また、第25回女性部通常総
会の報告も行いました。

　大会の結果は以下の通りです。（敬称略）

（チーム）
　優　勝　たんぽぽＢチーム
　準優勝　さざんかチーム
　３　位　たんぽぽＡチーム

（個人）
　優　勝　堀之内　ミツ子
　準優勝　尾野　千恵子
　３　位　中村　悦子

　ＪＡ女性部はふれあいプラザな
のはな館で、子育てママ講座を開
きました。子育て中の親子や女性
部員、ＪＡ職員が参加。参加者は
絵本に出てくる料理を実際に作成
し、親子で試食しました。

　ＪＡ女性部は時遊館ＣＯＣＣＯ（コ
コ）はしむれで、女性大学「なごみ」
の開校式を開きました。女性部受講者、
ＪＡ職員など約30人が参加。ＮＨＫ大
河ドラマ放映にちなんだ西郷隆盛特設
ブースや橋牟礼川遺跡の資料館、復元住居などを
見学し、指宿に関する歴史について学びました。

優
勝
し
た

堀
之
内

　
ミ
ツ
子
さ
ん

校

堀
之
内

ミ
ツ
子
さ
ん
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気
温
も
上
が
り
は
じ
め
、

街
中
で
も
半
袖
や
ア
ロ
ハ

シ
ャ
ツ
を
着
用
す
る
方
が
多

く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
梅
雨
も
目
前
で
、
暑
さ

と
湿
気
が
身
に
こ
た
え
ま
す

が
、
水
分
補
給
を
し
っ
か
り

し
て
夏
本
番
を
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

協
議
内
容

・
県
常
例
検
査
追
加
回
答
書
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

（
案
）

・
第
25
回
通
常
総
代
会
の
招
集
手
続
き
に
（
案
）
に
つ

い
て

・
自
己
改
革
へ
の
取
り
組
み
宣
言

・
平
成
30
年
度
固
定
資
産
取
得
計
画
（
修
正
）
に
つ
い
て

・
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

《
第
25
回
通
常
総
代
会
議
案
》

・
第
８
議
案　

役
員
選
任
に
つ
い
て

・
独
立
監
査
法
人
の
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

・
報
告
事
項　

平
成
28
年
度
部
門
別
損
益
に
つ
い
て

・
報
告
事
項　

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に

つ
い
て

報
告
事
項

・
金
融
円
滑
化
に
係
る
取
組
状
況
お
よ
び
今
後
の
対

応
方
向
並
び
に
開
示
・
行
政
報
告
（
平
成
29
下
半
期

分
）
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
地
区
座
談
会
日
程
及
び
対
応
に
つ
い
て

・
総
代
選
挙
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

・
嘱
託
職
員
の
再
雇
用
に
つ
い
て　
　
　

他

　

平
成
30
年
４
月
26
日
、
第
３
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
喜
入
】

小
　
田

　
遠

　
彌
（
94
）

小
　
田

　
楠

　
巳
（
92
）

仮
屋
﨑

　
ミ

　
ネ
（
94
）

鈴
　
　
　
日

　
郎
（
92
）

橋
　
口

　
金

　
郎
（
77
）

崩
　
中

　
　
　
守
（
58
）

【
指
宿
】

新
小
田

　
　
　
操
（
96
）

德
　
田

　
隼

　
夫
（
98
）

濵
　
﨑

　
　
　
剛
（
74
）

【
山
川
】

今
　
村
　
重
　
雄
（
91
）

迫
　
田
　
ミ
ツ
ヨ
（
81
）

中
　
村

　
三

　
成
（
81
）

永
　
山

　
ミ
チ
子
（
94
）

野
　
道

　
サ
チ
ノ
（
88
）

東
　
　
　
達

　
郎
（
71
）

宮
　
薗

　
睦

　
男
（
65
）

森
　
永

　

　
憲
（
79
）

【
開
聞
】

上
　
治

　
タ

　
ミ
（
90
）

【
頴
娃
】

馬
　
場
　
　
　
清
（
92
）

田
　
原
　
一
　
則
（
68
）

鶴
田

　
幸
左
衛
門
（
94
）

福
　
留

　
タ
ツ
ミ
（
82
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
平
成
30
年
４
月
１
日

〜
４
月
30
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

平
成
三
十
年
五
月
歌
会
詠
草
（
自
由
歌
）

一　

ダ
イ
レ
ク
ト　

メ
ー
ル
ば
か
り
が　

届
く
日
々 

手
書
き
の
一
通　

輝
き
て
見
ゆ 

辰
野
千
鶴
子

二　

大
空
の　

良
き
風
つ
か
み　

健
や
か
に 

孫
の
夢
の
せ　

泳
げ
鯉
の
ぼ
り 

竹
下　

玲
子

三　

春
光
の　

パ
レ
ー
ド
に
輝
く　

金
メ
ダ
ル 

車
上
の
羽
生　

両
手
ふ
り
止
ま
ず 

高
田
須
美
恵

四　

ふ
る
さ
と
の　

竹
林
荒
れ
て　

筍
は 

そ
こ
こ
こ
伸
び
て　

掘
る
人
も
な
く 

柚
木
崎
イ
ツ
子

五　

負
の
遺
産
と　

姉
が
言
い
た
り　

山
林
を 

 

相
続
す
父
の　

名
誉
の
た
め
に 

吉
田
知
佐
子

六　

藤
棚
に　

あ
ま
き
風
降
る　

オ
ー
ロ
ラ
の 

ご
と
く
紫
の　

異
界
へ
揺
ら
す 
吉
永
多
美
子

七　

二
人
居
の　

く
す
む
空
気
を　

解
か
し
く
る 

ピ
ン
ク
と
紅
の　

撫
子
は
な
や
ぐ 

上
西
園
ふ
じ
え

八　

老
い
二
人
の　

日
課
と
な
り
し　

散
歩
道 

合
わ
す
歩
幅
を　

後
先
に
待
つ 

片
野
田
健
一

九　

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の　

酢
漬
け
に
思
う　

祖
母
の
味 

 

調
味
ま
ね
し
て　

今
年
挑
み
ぬ 

片
野
田
道
子

十　

四
月
初
め　

「
楽
書
会
」
の
皆
さ
ん
と 

池
田
湖
畔
の　

桜
見
と
洒
落
る 

川
畑　

信
子

表紙の写真
　５月５日、あっど！いぶすきみのり館でのゴールデンウィーク
イベント「じゃんけん大会」の様子です。駆け寄って楽しそうに
じゃんけんする子も居れば、親御さんに隠れて泣き出しそうにな
る子も居て、おいどん君を見るお子さんの表情も様々でした。
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